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論 文 内 容 の 要 旨 
タウナギ類はタウナギ目タウナギ科の 15 種に分類される．４種で雌性先熟型の性転換が組織学的
に確認さているものの，タウナギ類での婚姻形態やその繁殖生態はほとんどわかっていない．タウ
ナギの繁殖生態について野外での調査実験から得られた知見及び東アジアや東南アジアのタウナギ
の分子系統解析の結果について報告する． 
奈良県のタウナギは，雄が巣穴を作り，そこに雌が産んだ卵が孵化するまで雄が保護し，その後
口内保育することがわかった．また実験池での観察から，本種の婚姻形態は雌訪問型複婚であるこ
と，大型の雄ほど繁殖に成功すること，小型のスニーカー雄は存在しないことを示した．また奈良
県のタウナギでは雌性先熟型の性転換が冬場に起こることを示した．このようなタウナギの雌性先
熟型性転換は，雌訪問型複婚としては魚類ではこれまでない発見である．多くの基質産卵魚類で知
られる雌訪問型複婚でこれまで性転換の報告がないのは，スニーカー雄が存在することによる大型
雄のサイズ有利性の欠如によると議論した．多くの種で雌訪問型複婚ではスニーカー雄が現れるが，
タウナギでは繁殖期の激しい雄間闘争による雄の頻繁な酷い怪我や死亡事例から，小型の雄の高い
死亡率のため小型スニーカー雄が現れないこと，それにより大型雄のサイズ有利性が生じ，本種で
の雌性先熟性転換が起こるとの仮説をたてた． 
琉球列島やインドネシアでのタウナギの諸習性は本州のそれと大きく異なっていた．これらは別
種である可能性が考えられ，分子系統解析を実施した．東アジアから東南アジアの12個体群から83
個体を採集しミトコンドリア 16s rRNA を比較したところ，これらは琉球列島・中国大陸の中部から
北部・東南アジアから中国南部の３グループに分かれた．遺伝的距離から琉球列島のタウナギは
570 万年以上前から独自に進化した固有種であることが判明した．また，近畿から九州の個体群は
中国大陸の中部や北部から移植されたと裏付けられた．東南アジアから中国南部地域では、その地
域でも大きく分化しており，複数種がふくまれていることが明らかになった． 
 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
夜行性であるタウナギ類の繁殖行動や繁殖生態はこれまでほとんど分かっていない．申請者は，タ
ウナギの雄が泡巣を作り受精卵をその中で卵保護をすること，孵化後の仔魚を口内保育することを発
見した．また野外実験池での観察から本種は雄が繁殖巣を構えそこに雌が訪問し産卵する雌訪問型の
複婚であることを示した．さらに長年の飼育により本種が雌から雄へと性転換することも実証した．
卵保護型かつその婚姻形態が雌訪問型の複婚である魚類での雌性先熟の性転換の事例は本研究がそ
の始めての発見である．申請者はそのことが，本種では激しい雄間競争や雄の共食いの結果，小型雄
の死亡率が小型雌にくらべ高くなることが主な原因と推察している．すなわち，その性転換は小さい
ときの雌雄での死亡率の違いにより生じる可能性は十分考えられ，もしそうであるなら魚類の性転換
では従来の体長有利性モデルではなく，死亡率の雌雄差モデルの始めての事例となる．このように，
本研究は魚類の性転換に関しても新しい発見を含んでいる． 
後半の 3章は，タウナギの地理的分布と DNA 分析による分類の再検討を行ない，（1）琉球列島のタ
ウナギは固有種であること，（2）九州と本州のタウナギは大陸のものと遺伝的差異がほぼなく，大陸
から移入されたものと考えられること，（3）東南アジアのタウナギは新種を含む複数種が含まれるこ
とを示した．外部形態からの分類が困難なタウナギ類での分子分類は極めて効果的であり，これらも
極めて新規性の高い発見である．この他奈良県に移植されて以降の分散過程，琉球列島のタウナギ固
有種の分布も調査している． 
以上のように，本研究はタウナギの繁殖生態および東アジアのタウナギ類の地理的分布と分類に関
して極めて新規性の高い発見をあげており，これらは魚類の繁殖生態と系統分類の研究に大きく貢献
する．よって博士（理学）の学位に値するものと審査した． 
